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 第 3の特長は，ケース・スタディを用いた点である。戦略管理を検討した第 3章では，競争
環境の激しい企業においては，戦略を可視化することで，組織間のアライメントが図られ，戦
略修正を促進することが提案された。第 4章では，価値創造プロセスの開示にあたっては，戦
略テーマとマテリアリティを明確にすることが提案された。第 5章では，企業価値の創造のた
めには，統合思考，コネクティビティおよびマテリアリティを確保したインタンジブルズ・マ
ネジメントの統合が重要であることが明らかにされた。研究目的に適合したケース・スタディ
を行うことで，理論と実践の両面から掘り下げた分析を行い，新たな提案をしたことは，学会
への貢献が大きい。 
  
 
(2) 残された課題 
 本論文には，いくつかの課題があることも判明した。第 1に，ケース・スタディとして選定
した企業は，課題解決として適切なものだったとは言えない。取り上げたケースは，検討材料
であって，卓越した事例の紹介にはなっていない。第 2に，戦略管理と価値創造とを区分して
研究しているが，管理会計研究として考えると，戦略管理と価値創造は極めて密接な役割と考
えられる。 
 
(3) 総合評価 
 以上，本論文の特長と課題を指摘した。これらの課題は本論文の貢献に比べれば些細なもの 
であり，本論文の学会への貢献をいささかも損なうものではない。主査・副査の審査の結果， 
本論文は十分に博士論文の水準に達しているものとの結論に至った。 
 
